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◎ 秋空の下、力を出し切った「持久走大会」 ～１日～ 

雲の動きが気になりましたが、児童のやる気が伝わったのか、時おり晴れ間も見

え、予定通り持久走大会を実施しました。 

事前の練習を通して自分の目標を決め、それぞれがスタートラインに立ちました。

けが等で参加できない友だちの分も力を出し、沿道での声援をエネルギーにかえ、

自分の目標に向けて最後まで走りきりました。それぞれの児童が「あきらめない心」

を見せてくれました。ゴールした後、吹き出る汗をぬぐう児童や、悔しさで涙を浮

かべる児童もいました。 

先にゴールした児童は、自分の息が整うまでに、次に入ってくる児童を大きな声ではげましていました。最後

にゴールする仲間には、さらに大きな拍手や声援が送られました。その声援をエネルギーにかえ、全ての児童が

立派に走りきりました。走り終わった後の達成感と感動は、走り終えた本人だけでなく、周りで応援していた人

にもたくさんのエネルギーを与えるものでした。みんなで一緒に感動を共有することができました。保護者・地

域の皆さんの温かい応援、ありがとうございました。また、コース観察として協力していただきましたＰＴＡの

皆様にも感謝いたします。ありがとうございました。 

◎ １年生が幼稚園への音読プレゼントに出かけました。  ～１０月３１日～ 

「くじらぐも。よじかんめのことです。・・・」幼稚園のステージから大きな声

が響いてきました。 

今日は、１年生が幼稚園に「音読のプレゼント」に出かける日です。この日のた

めに、１年生は、それぞれの場面を分担して、練習をしてきました。久しぶりの幼

稚園で、懐かしい気持ちと、お兄さん、お姉さんとして緊張する気持ちが入り交じ

りながらステージに立ちました。司会の先生から「今年は、１年生がこのステージ

に立ちましたが、来年は、幼稚園の皆さんが、このステージに立って発表をしてく

ださい」という言葉に、見ている園児の顔も引き締まってきました。早速音読が始

まりました。体の動きも交えた音読で、幼稚園の園児も次第に引き込まれていきま

した。そして、読み終えた後の１年生のやりきった自信に満ちた顔は、とても印象

的でした。読む１年生も聞く幼稚園児も音読を通して交流を図ることができました。 

＊今年も香住高校から「花いっぱい運動」のお花を頂きました。～７日～ 

飼育栽培委員会の児童が、香住高校の皆さんが育てて準備してく

れた花を代表として受け取りました。毎年、いただいており、大切

に育てています。香住小学校も「花いっぱい」にしていくことを確

かめた児童でした。 
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